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第 36号 平成 19年 3月　（�）
　
［
東
信
署
］
三
月
五
日
南
相
木
村
役
場
に
お

い
て
、
南
佐
久
郡
南
相
木
村
内
の
国
有
林
と
民

有
林
が
連
携
し
て
一
体
的
に
森
林
整
備
を
進
め

る
こ
と
を
目
的
に
南
相
木
村
、
東
信
森
林
管
理

署
、
佐
久
地
方
事
務
所
の
三
者
で
南
相
木
村
森

林
整
備
推
進
協
定
の
調
印
式
が
南
相
木
村
村
議

会
議
長
立
会
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

南
相
木
村
は
、
長
野
県
の
東
南
端
、
群
馬
県

境
に
位
置
し
、
東
西
二
〇
㌔
㍍
、
南
北
五
㌔
㍍

の
細
長
い
地
形
で
面
積
は
六
、六
○
三
㌶
あ
り

千
曲
川
の
支
流
、
南
相
木
川
が
谷
間
を
縫
う
よ

う
に
東
か
ら
北
西
へ
流
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

総
面
積
の
九
二
㌫
を
山
林
原
野
が
占
め
千
曲
川

水
系
の
水
源
地
で
、
村
内
の
水
道
は
全
て
湧
水

で
賄
わ
れ
て
お
り
、
水
源
か
ん
養
機
能
を
始
め

と
し
た
森
林
の
公
益
的
機
能
に
対
す
る
住
民
の

要
請
が
強
い
地
域
で
す
。

　

そ
の
南
相
木
村
は
長
野
県
ふ
る
さ
と
の
森
づ

く
り
条
例
第
十
九
条
に
基
づ
き
、
村
内
の
地
域

森
林
計
画
対
象
民
有
林
の
全
て
三
、六
三
三
㌶

が
長
野
市
鬼
無
里
地
区
、
木
祖
村
、
根
羽
村
に

次
い
で
県
内
で
四
番
目
（
国
有
林
関
係
の
森
林

整
備
推
進
協
定
は
三
件
目
）
の
森
林
整
備
保
全

重
点
地
域
に
指
定
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
り
、
今

後
、
県
は
市
町
村
と
連
携
し
て
、
補
助
事
業
の

重
点
的
な
導
入
や
保
安
林
の
指
定
を
推
進
し
、

森
林
所
有
者
を
含
む
地
域
の
森
林
に
関
わ
る
人

た
ち
が
、
主
体
と
な
っ
て
将
来
に
向
け
継
続

的
な
森
林
の
整
備
・
保
全
の
促
進
が
図
ら
れ
る

こ
と
と
な
り
、
そ
の
上
流
地
域
を
占
め
る
国
有

林
二
、二
六
二
㌶
に
つ
い
て
も
、
間
伐
等
の
森

林
整
備
の
促
進
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　

そ
こ
で
国
有
林
と
民
有
林
が
連
携
し
て
、
よ

り
積
極
的
な
森
林
整
備
を
進
め
る
た
め
、
森
林

整
備
の
方
向
、
施
業
地
の
集
約
化
、
路
網
の
整

備
等
効
率
的
な
実
施
計
画
策
定
に
お
い
て
情
報

連
絡
体
制
を
整
え
協
力
す
る
こ
と
と
し
た
も
の

で
す
。

　
［
名
古
屋
事
務
所
］
中
部
九
県
の
優
良
造
林

地
な
ど
を
表
彰
す
る
第
五
十
二
回
中
日
造
林
賞

の
贈
呈
式
が
三
月
一
日
、
中
日
新
聞
本
社
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
中
日
新
聞
社
と
中
部
日
本
治
山
治

水
連
盟
が
主
催
で
、
中
部
地
方
の
林
業
発
展
に

尽
力
さ
れ
て
い
る
個
人
・
団
体
の
優
良
造
林
地
・

功
労
者
を
表
彰
し
、
そ
の
業
績
を
一
般
に
紹
介

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
広
く
造
林
に
対
す
る
関

心
を
高
め
る
も
の
で
、
林
野
庁
・
中
部
森
林
管

理
局
、
中
部
九
県
（
愛
知
、
岐
阜
、
三
重
、
静

岡
、
長
野
、
滋
賀
、
福
井
、
石
川
、
富
山
）
が

後
援
し
て
い
ま
す
。

  

贈
呈
式
で
は
、
主
催
者
の
大
島
中
日
新
聞
社

社
長
か
ら
「
皆
さ
ん
の
努
力
の
か
い
が
あ
っ

て
、
国
内
の
林
業
に
明
る
い
兆
し
が
見
え
始
め

た
。健
全
な
森
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
、

今
後
も
地
域
の
け
ん
引
役
と
し
て
頑
張
っ
て
ほ

し
い
。」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
、

矢
内
審
査
委
員
長
（
名
古
屋
事
務
所
長
）
の
審

査
結
果
報
告
が
あ
り
、
小
禄
局
長
か
ら
林
野
庁

長
官
賞
を
、
大
島
中
日
新
聞
社
社
長
か
ら
中
日

賞
、
奨
励
賞
を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
者
に
贈
呈
し
ま

し
た
。

　

小
禄
局
長
か
ら
「
中
国
で
の
木
材
需
要
の
増

加
や
、
違
法
伐
採
問
題
等
で
輸
入
材
が
入
り
に

く
く
な
っ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
輸
入
材
と
国

産
材
と
の
価
格
差
も
ほ
と
ん
ど
無
く
な
っ
て
き

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
需
要
者
が
求
め
る

木
材
を
大
量
か
つ
安
定
的
に
供
給
で
き
る
生
産

体
制
が
整
っ
て
く
れ
ば
、
国
産
材
の
需
要
は

益
々
高
く
な
っ
て
く
る
。
先
祖
代
々
の
森
を
丹

誠
込
め
て
整
備
し
て
き
た
こ
と
が
報
わ
れ
る
よ

う
林
野
庁
も
努
力
し
て
い
る
。」
と
挨
拶
が
あ

り
、
続
い
て
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
造
林
功

労
者
の
部
門
で
林
野
庁
長
官
賞
に
輝
い
た
、
石

川
県
小
松
市
の
秋
野　

毅
さ
ん
か
ら
「
水
源
地

な
ど
と
し
て
、
森
は
人
間
が
生
活
し
て
い
く
上

で
必
要
不
可
欠
。
緑
豊
か
な
国
土
づ
く
り
に
携

わ
っ
た
こ
と
を
誇
り
に
思
う
。」
と
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
二
部
門
で
七
個
人
、
二
団
体
で
次

の
方
々
で
す
。

　
（
敬
称
は
略
）

【
優
良
造
林
地
の
部
】

▽
林
野
庁
長
官
賞
＝
進
藤
紀
久
男

　
（
岐
阜
県
下
呂
市
）

▽�

中
日
賞
＝
湯
浅　

恒
男
（
愛
知
県
東
栄
町
）、

小
原　

喜
一
（
三
重
県
津
市
）、
八
日
堂
ド

ロ
ノ
キ
育
成
組
合
（
長
野
県
上
田
市
）、
鰐

淵　

武
雄
（
福
井
県
坂
井
市
）

▽�

奨
励
賞
＝
原　
　

猛
（
富
山
県
魚
津
市
）、

押
立
山
生
産
森
林
組
合
（
滋
賀
県
東
近
江
市
）、

　

宮
本　

稔
（
静
岡
県
藤
枝
市
）

【
造
林
功
労
者
の
部
】

▽
林
野
庁
長
官
賞
＝
秋
野　

毅

　
（
石
川
県
小
松
市
）

調印を終えた大西署長、中島村長、鷹野所長

受賞されたみなさん

「
森
林
整
備
推
進
協
定
の
締
結
」
の
調
印
式 
「
森
林
整
備
推
進
協
定
の
締
結
」
の
調
印
式 

第
五
十
二
回
中
日
造
林
賞
贈
呈
式

優
良
造
林
地
な
ど
表
彰
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［
木
曽
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
］
二
月
二
十
日
、

南
信
森
林
管
理
署
会
議
室
に
学
識
経
験
者
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
地
元
観
光
協
会
、
自
治
体

等
の
関
係
者
二
十
三
名
が
出
席
し
、「
木
曽
駒
ヶ

岳
森
林
生
態
系
保
護
地
域
等
に
お
け
る
植
生
復

元
対
策
事
業
検
討
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
木
曽
森

林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
自
然
再
生

推
進
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
実
施
し
て
お
り
、
木

曽
駒
ヶ
岳
に
お
い
て
登
山
者
の
入
り
込
み
増
加

等
の
人
為
的
な
要
因
に
よ
り
高
山
植
物
の
荒
廃

が
進
行
し
て
い
る
箇
所
に
対
し
植
生
復
元
を
図

る
た
め
、
今
ま
で
の
経
過
を
基
に
、
今
後
の
植

生
復
元
・
維
持
管
理
の
進
め
方
等
に
つ
い
て
検

討
す
る
も
の
で
、
今
回
で
三
回
目
の
開
催
と
な

り
ま
す
。

　

今
回
の
検
討
会
で
は
、
日
本
森
林
技
術
協
会

か
ら
、本
年
度
の
調
査
概
要
が
報
告
さ
れ
た
後
、

昨
年
九
月
二
十
一
日
に
実
施
し
た
信
州
大
学
農

学
部
有
志
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ア
ル
プ
ス
Ａ
Ｙ
Ｕ
Ｄ
Ａ
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
本
高
山
植
物
保
護
協
会
等
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
に
よ
る
植
生
マ
ッ

ト
を
利
用
し
た
植
生
復
元
作
業
の
実
施
報
告
及

び
徳
田
桃
子
氏
（
信
州
大
学
森
林
科
学
科
）
に

よ
る
「
木
曽
駒
ヶ
岳
の
植
生
把
握
に
お
け
る
リ

モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
の
活
用
に
つ
い
て
」

の
調
査
結
果
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
意
見
交
換
会
で
は
、

①�　

植
生
マ
ッ
ト
の
効
果
と
腐
食
の
状
況
つ
い

て
は
、
平
成
十
七
年
度
に
設
置
を
し
た
植
生

マ
ッ
ト
敷
設
箇
所
で
は
、
一
部
イ
ワ
ス
ゲ
等

の
再
生
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
植
生
マ
ッ
ト

そ
の
も
の
は
、
見
た
目
は
色
が
脱
色
し
て
周

囲
の
砂
礫
と
同
化
す
る
な
ど
、
安
定
し
た
状

態
で
あ
り
、
さ
ら
に
今
後
の
経
過
観
察
が
必

要
で
あ
る
こ
と
。

②�　

植
生
マ
ッ
ト
等
に
よ
る
植
生
復
元
に
対
す

る
登
山
者
へ
の
意
識
の
向
上
で
は
、
従
来
か

ら
実
施
し
て
い
る
登
山
道
の
ロ
ー
プ
設
置
の

み
よ
り
も
、
植
生
マ
ッ
ト
の
敷
設
及
び
説
明

看
板
の
設
置
に
よ
り
、
登
山
者
の
視
覚
に
訴

え
る
こ
と
で
植
生
復
元
に
対
す
る
意
識
の
向

上
が
図
ら
れ
る
。

③�　

今
ま
で
の
作
業
区
域
の
終
了
に
伴
う
来
年

度
に
向
け
て
新
た
な
作
業
区
域
の
設
定
に
つ

い
て
の
意
見
等
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
こ
れ
ら
の
意
見
を
参
考
に
、
新
た
な
植 

生
復
元
箇
所
の
設
定
を
行
う
こ
と
と
し
ま
す
。

　

高
山
植
物
の
復
元
作
業
は
、
過
酷
な
気
象
条

件
等
に
よ
り
長
い
時
間
が
必
要
と
な
り
、
今
後

の
植
生
マ
ッ
ト
の
補
修
、
登
山
者
へ
の
啓
発
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
等
へ
の
継
続
し
た
作
業
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
等
の
検
討
が
必
要
で
あ
り
ま

す
が
、
今
後
の
事
業
の
実
施
に
向
け
て
有
意
義

な
検
討
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
［
岐
阜
署
］
平
成
十
八
年
度
末
を
も
っ
て
直

轄
治
山
事
業
の
概
成
を
迎
え
る
揖
斐
川
地
区
概

成
式
典
を
三
月
二
日
に
岐
阜
県
揖
斐
総
合
庁
舎

に
お
い
て
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
地
区
は
、
濃
尾
大
地
震
・
伊
勢
湾
台

風
・
昭
和
四
十
年
集
中
豪
雨
災
害
の
復
旧
の
た

め
、
昭
和
四
十
三
年
度
に
直
轄
治
山
事
業
に
着

手
し
て
以
来
、
三
十
九
年
間
、
総
工
事
費
約

百
三
十
三
億
円
を
も
っ
て
事
業
を
完
了
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
岐
阜
県
治
山
課
、
本
巣
市
、
揖
斐

川
町
を
は
じ
め
関
係
者
約
六
十
人
が
出
席
し
、

加
藤
署
長
の
式
辞
に
続
き
、
災
害
当
時
の
状
況

や
三
十
九
年
間
の
事
業
を
振
り
返
り
な
が
ら
本

巣
市
長
等
か
ら
挨
拶
、
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
事
業
成
果
の
説
明
で
は
、
災
害
当
時

の
写
真
と
現
在
の
復
旧
状
況
写
真
を
事
業
区
域

毎
に
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
昨
年
実
施
さ
れ
た

概
成
判
定
委
員
会
の
検
討
内
容
を
説
明
し
、
直

轄
事
業
の
足
跡
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
歴
代
の
根
尾
治
山
事
業
所
主
任
を

代
表
し
て
萩
原
事
業
所
主
任
か
ら
長
年
の
お
礼

を
述
べ
式
典
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
［
岐
阜
署
］
岐
阜
市
消
防
本
部
は
、
春
季
全

国
火
災
予
防
運
動
を
前
に
、
二
月
二
十
八
日
、

岐
阜
市
の
金
華
山
国
有
林
で
林
野
火
災
総
合
防

御
訓
練
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

岐
阜
森
林
管
理
署
も
岐
阜
森
林
事
務
所
職
員

を
中
心
に
十
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
を
運
営
す
る
岐
阜
観
光
索
道

の
従
業
員
か
ら
「
金
華
山
の
槻
谷
中
腹
付
近
で

何
か
が
燃
え
て
い
る
。」と
の
一
一
九
番
が
あ
っ

た
と
い
う
想
定
で
訓
練
が
開
始
。
職
員
は
放
水

訓
練
開
始
と
と
も
に
山
頂
に
お
い
て
ジ
ェ
ッ
ト

シ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
消
火
訓
練
を
実
施
し
ま
し

山
野
火
災
か
ら
守
ろ
う金

華
山
国
有
林

検討会の様子

揖斐川地区概成式典

木
曽
駒
ヶ
岳
森
林
生
態
系 

保
護
地
域
等
に
お
け
る 

植
生
復
元
対
策
事
業
検
討
会
を
開
催 

木
曽
駒
ヶ
岳
森
林
生
態
系 

保
護
地
域
等
に
お
け
る 

植
生
復
元
対
策
事
業
検
討
会
を
開
催 

揖
斐
川
地
区
　 

　 

民
有
林
直
轄
治
山
事
業
が
概
成  
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た
。

　

こ
の
訓
練
に
当
た
り
、ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
二
台
、

消
防
車
二
十
台
、
約
百
六
十
人
が
出
動
し
て
計

画
ど
お
り
終
了
し
ま
し
た
。

　
［
岐
阜
署
］
岐
阜
森
林
管
理
署
で
は
、
三
月

一・
二
日
に
森
林
官
と
平
成
十
九
年
度
森
林
官

等
任
用
予
定
者
を
中
心
に
、
森
林
環
境
教
育
の

実
践
、民
間
木
材
市
場
の
見
学
、保
育
間
伐
（
活

用
型
）
に
お
け
る
選
木
方
法
に
つ
い
て
職
場
内

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

森
林
環
境
教
育
で
は
、
森
林
ふ
れ
あ
い
係
長

か
ら
森
林
教
室
で
使
用
し
た
「
雨
水
の
行
方
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
」
の
作
り
方
や
使

用
す
る
道
具
に
つ
い
て
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

下
呂
総
合
木
材
市
場
の
見
学
で
は
、
杉
山
理

事
長
か
ら
、
価
格
の
動
向
、
き
め
細
か
な
仕
分

け
な
ど
市
売
り
の
状
況
を
聞
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
名
古
屋
事
務
所
技
術
指
導
官
を
講

師
に
、
収
穫
調
査
の
簡
素
化
に
関
す
る
通
達
の

改
正
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

受
講
者
か
ら
は
、
活
発
な
質
問
や
意
見
が
出

て
、
研
修
内
容
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
は
、
こ
れ
か
ら
の
森
林
官
業
務

の
中
で
大
い
に
役
に
立
ち
、
参
考
に
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
［
名
古
屋
事
務
所
］
瀬
戸
市
立
水
野
小
学
校

で
は
、
毎
年
度
、
四・
五
年
生
を
対
象
に
森
林

教
室
を
行
っ
て
お
り
、
今
回
は
、
三
月
二
日
に

四
年
生
六
十
人
が
森
林
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　
　

屋
外
学
習
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
小
学

校
の
裏
山
で
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
を
実
施
し
、

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
学
び
ま
し
た
。

　

当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、「
同
じ
も
の
を
さ

が
そ
う
」、「
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
」、「
ご
ち
そ
う

は
ど
こ
だ
」
の
三
つ
の
ゲ
ー
ム
を
グ
ル
ー
プ
毎

に
順
番
に
行
い
ま
し
た
。
ど
の
ゲ
ー
ム
も
五
感

を
通
し
て
身
近
な
自
然
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
、
生
徒
は
時
間
の
過
ぎ
る
の
も
忘
れ
、
夢
中

に
な
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
に
よ
る
森
林
教

室
は
、
じ
っ
く
り
と
自
然
を
観
察
す
る
力
を
養

い
、
ま
た
自
分
た
ち
と
自
然
と
の
大
切
な
関
わ

り
を
学
ぶ
と
て
も
良
い
機
会
に
な
っ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

　
［
岐
阜
署
］
岐
阜
県
揖
斐
川
町
の
川
上
・
門

入
国
有
林
と
福
井
県
境
に
あ
る
夜
叉
ヶ
池
一
帯

の
森
林
保
全
管
理
等
に
取
り
組
む
森
林
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
と
、
国
有
林
を
管
理
す
る
行
政
が

活
動
の
あ
り
方
を
話
し
合
う
「
森
林
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
意
見
交
換
会
」
が
三
月
二
日
、
岐

阜
市
夕
陽
ヶ
丘
の
岐
阜
市
自
然
・
環
境
学
習
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
日
本
山
岳
会
岐
阜
支
部
」、「
岐
阜
県
山
岳

連
盟
」
の
両
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
岐
阜
署
、

揖
斐
川
町
か
ら
計
十
五
名
が
参
加
。
四
者
に
よ

る
意
見
交
換
会
の
開
催
は
初
め
て
で
、
夜
叉
ヶ

池
一
帯
が
抱
え
る
問
題
の
解
決
に
向
け
て
連
携

を
深
め
よ
う
と
、岐
阜
署
が
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

会
議
冒
頭
、
一
年
間
の
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
に
対
し
、
署
長
か
ら
労
い
の

言
葉
が
あ
り
、
出
席
者
全
員
が
初
顔
合
わ
せ
の

た
め
自
己
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
岐
阜
署
か
ら
は
、
平
成
十
八
年
度

事
業
実
行
結
果
と
平
成
十
九
年
度
事
業
予
定
に

つ
い
て
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
二
団
体
か
ら

は
、
一
年
間
の
活
動
状
況
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
意
見
交
換
会
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

の
メ
ン
バ
ー
か
ら
「
パ
ト
ロ
ー
ル
の
範
囲
は
ど

こ
ま
で
か
。」、「
夜
叉
ヶ
池
の
汚
染
が
進
ん
で

い
る
。」、「
緑
の
回
廊
の
看
板
が
設
置
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
パ
ト
ロ
ー
ル
し
易
く
な
っ
た
。」

な
ど
の
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

署
内
研
修

ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
で

自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
を
学
ぶ

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア活動

の
意
見
交
換
会

（
夜
叉
ヶ
池
一
帯
の
国
有
林
）

署内研修の様子

ネイチャーゲームを体験する生徒

積極的に意見交換する参加者

林野火災総合防御訓練に参加した職員
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［
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
］
天
然
力
を
利
用
し

て
更
新
を
図
る
漸
伐
施
業
を
行
っ
た
箇
所
に
お

い
て
、
母
樹
と
し
て
の
保
残
木
が
風
倒
被
害
に

遭
い
、
種
子
の
供
給
が
絶
た
れ
天
然
更
新
が
進

ま
な
い
状
況
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
十
四

年
に
人
工
播
種
試
験
地
を
設
定
し
ま
し
た
。

　

播
種
は
、
ヒ
ノ
キ
と
サ
ワ
ラ
の
種
子
を
そ
れ

ぞ
れ
平
米
当
た
り
一
〇
グ
ラ
ム
と
し
、
散
布
方

法
に
つ
い
て
は
、
①
着
床
を
促
す
た
め
地
掻
き

を
行
い
ば
ら
撒
く
方
法
②
乾
燥
や
雨
滴
障
害
を

予
防
す
る
た
め
、
ば
ら
撒
き
時
に
茅
を
被
せ
る

方
法
③
地
掻
き
を
行
い
ば
ら
撒
き
時
に
茅
を
被

せ
る
方
法
④
対
照
の
た
め
単
に
ば
ら
播
く
方
法

の
四
種
類
と
し
、
さ
ら
に
木
酢
液
散
布
（
ヒ
ノ

キ
の
み
）
の
有
無
で
比
較
し
ま
し
た
。

　

調
査
結
果
は
、
表
の
と
お
り
で
木
酢
液
散
布

の
有
無
や
播
種
方
法
に
つ
い
て
有
効
な
手
段
と

位
置
づ
け
る
ま
で
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

現
地
で
の
観
察
で
は
、
茅
を
被
せ
た
箇
所
で

は
雨
滴
障
害
や
乾
燥
を
防
ぎ
発
芽
ま
で
は
良
好

で
し
た
が
、
そ
の
後
、
日
焼
け
に
よ
り
消
失
し

ま
し
た
。
播
種
方
法
に
関
わ
ら
ず
良
好
に
生
育

を
続
け
た
の
は
、
再
生
し
て
き
た
サ
サ
や
草
本

類
に
よ
り
適
度
な
日
陰
が
で
き
た
場
所
の
実
生

で
あ
り
、
強
光
ス
ト
レ
ス
環
境
下
で
は
、
ヒ
ノ

キ
、
サ
ワ
ラ
と
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
消
失
し
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
サ
サ
等
に
よ
る
実
生
の

被
圧
に
対
し
、
単
に
サ
サ
等
を
除
去
す
る
の
で

は
な
く
適
度
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
、
そ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
方
法
に

つ
い
て
は
、
試
験
の
重
要
な
課
題
と
し
て
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

自
然
界
で
は
豊
凶
は
あ
る
も
の
の
毎
年
種
子

を
供
給
し
続
け
、
実
生
も
消
長
を
繰
り
返
し
、

ま
た
、
他
の
草
本
類
と
の
競
争
・
共
存
し
な
が

ら 

時
間
を
か
け
更
新
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、

人
工
播
種
も
自
然
界
同
様
繰
り
返
し
種
子
を
供

給
す
る
こ
と
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
事
業
的
な
播
種
に
つ
い
て
は
、
種
子

の
確
保
が
困
難
な
こ
と
も
あ
る
の
で
今
後
検
討

を
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
播
種
に
よ
る
更
新
は
天
然
更
新

同
様
長
い
年
月
が
必
要
で
す
が
、
今
後
の
天
然

更
新
施
業
に
も
役
立
つ
も
の
で
あ
り
、
更
に
天

然
更
新
試
験
と
併
せ
継
続
し
更
新
技
術
を
高
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

所
在
地
…
長
野
県
上
松
町

　
　
　
　

小
川
入
国
有
林
百
九
○
れ
林
小
班

実
験
林
・
試
験
地
等
紹
介 

1010
 

「
人
工
播
種
試
験
」  

 

「
人
工
播
種
試
験
」  森

林
技
術
セ
ン
タ
ー 
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー 

茅被覆箇所

発芽したヒノキ実生

ササに守られ生長するヒノキ実生

人工播種試験実生数（㎡/本） 

ヒノキ 

木酢液無し 木酢液散布 
サワラ 調査年 播種方法 

ばら播き 

ばら播き・ 
地掻き 

ばら播き・ 
茅被覆 

ばら播き・ 
地掻き・ 
茅被覆 

340 

28 

110 

0 

30 

3 

170 

6

3 

1 

150 

6 

660 

27 

230 

34

485 

84 

340 

18 

250 

73 

535 

35

H14 

H18 

H14 

H18 

H14 

H18 

H14 

H18
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岩
村
城
は
、
鎌
倉
時
代
（
一
一
八
五
年
）
に

築
城
さ
れ
、
大
和
の
高
取
城
（
奈
良
県
）、
備

中
の
松
山
城
（
岡
山
県
）
と
並
ぶ
日
本
三
大
山

城
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
、
戦
国
の
山
城
遺
構
が

女
城
主
の
里　

恵
那
市
岩
村
町

良
く
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
日
本
百
名
城

に
も
選
定
さ
れ
た
名
城
で
す
。
城
は
江
戸
諸
藩

の
府
城
の
中
で
も
最
も
高
い
所
（
標
高
七
二
一

㍍
）
に
築
か
れ
、
高
低
差
一
八
〇
㍍
の
天
嶮
の

地
形
を
巧
み
に
利
用
し
た
要
害
堅
固
な
山
城

で
、
霧
の
湧
き
易
い
気
象
ま
で
も
城
造
り
に
活

か
さ
れ
て
お
り
、
別
名
「
霧
ケ
城
」
と
も
よ
ば

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
城
が
名
城
と
言
わ
れ
る
由
縁
は
、
単
に

そ
の
規
模
と
大
き
さ
だ
け
で
な
く
、
そ
の
永
い

歴
史
に
由
来
し
て
い
ま
す
。
一
一
八
五
年
、
源

頼
朝
の
重
臣「
加
藤
景
廉（
か
と
う
か
げ
か
ど
）」

が
こ
の
地
の
地
頭
に
補
せ
ら
れ
創
築
さ
れ
て
か

ら
、
鎌
倉
・
室
町
の
三
○
○
年
間
、
戦
国
の

一
○
○
年
間
、
更
に
江
戸
期
の
三
○
○
年
間
に

亙
り
城
と
城
主
が
連
綿
と
続
き
、
明
治
に
至
り

廃
城
令
で
廃
城
さ
れ
る
ま

で
、
存
続
し
て
い
た
か
ら

で
す
。

　

特
に
地
元
の
銘
酒
の
名

に
も
な
っ
て
い
る
有
名
な

「
女
城
主
」
は
、
戦
国
動

乱
の
時
代
に
岩
村
城
の
攻

防
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た

遠
山
氏
最
後
の
城
主
、
景

任
（
か
げ
と
う
）
夫
人
の

こ
と
で
、
織
田
信
長
の
叔

母
に
あ
た
り
ま
す
。
夫
君

亡
き
後
、
城
主
と
し
て
武

田
方
の
武
将
秋
山
信
友
と

交
戦
、
和
睦
の
後
、
結
婚
、

そ
し
て
信
長
側
に
よ
る
処

刑
と
波
乱
の
人
生
を
送
っ

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
は
石
垣
が
残
る
だ
け
で

す
が
、
そ
の
城
址
か
ら
は

国
選
定
の
重
要
伝
統
的
建

造
物
群
保
存
地
区
「
岩
村

本
通
り
」
を
見
る
こ
と
が
で
き
往
時
を
偲
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
、
恵
那
市
岩
村
町
と
東
濃
森
林
管
理
署

と
で
「
い
わ
む
ら
郷
土
の
森
」
の
協
定
を
結
び
、

城
址
を
と
り
ま
く
貴
重
な
天
然
林
を
守
り
な
が

ら
環
境
教
育
や
観
光
客
の
歴
史
散
策
等
の
場
と

し
て
利
用
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

  

恵
那
市
岩
村
町
は
懐
か
し
き
時
代
に
出
会
う

こ
と
の
で
き
る
里
で
す
。

【
ア
ク
セ
ス
】

　

自
動
車

　

中
央
自
動
車
道　

恵
那
Ｉ
Ｃ
か
ら
国
道

二
五
七
号
線
を
岩
村
方
面
へ
約
一
五
分

電　

車

　

中
央
本
線
恵
那
駅
か
ら
明
知
鉄
道
乗
車
岩
村

駅
ま
で
約
三
○
分
、
駅
か
ら
岩
村
城
址
ま
で
は

約
二
㌔
㍍
、
徒
歩
五
○
分
、
車
で
七
分

石畳の道が続く登山坂

歴史を感じる苔むした石垣


